
プレスリリース  

ヤフー、全社員を対象に、社員の心身の健康や自宅の労働環境整

備として、 5万円分のPayPayマネーライトを付与

ヤフー株式会社（以下、Yahoo! JAPAN）は、2021年新卒社員を含む全社員約7,800名を対象

に、社員の心身の健康維持や自宅の労働環境整備を目的に、「働く環境応援資金」として5万円

分のPayPayマネーライトを付与し、毎月の通信費補助をこれまでの3,000円から5,000円に増

額します。

■実施の背景と狙い

Yahoo! JAPANは、2020年10月よりリモートワークの回数制限およびフレックスタイム勤務

のコアタイムを廃止するなど新しい働き方に移行し、コロナ禍における働く環境整備を目的とし

て、月4,000円の「どこでもオフィス手当」と通信費3,000円を補助しています（※1）。ま

た、年末年始や、東京都や大阪府などに緊急事態宣言が発出された2021年1月8日以降、オフィ

スに出社し勤務にあたった場合、1日あたり3,000円を支給します。

2021年2月時点では、全社員のうち、個人情報などセキュリティレベルが高い業務を担当する

一部の社員を除き、約95％の社員が在宅で勤務をしています。

しかし、いまだ新型コロナウイルスの収束が見えないことから、Yahoo! JAPANは、社員の心

身の健康や自宅の労働環境整備による業務効率向上を目的に、これまでの月4,000円の「どこで

もオフィス手当」に加えて、2021年3月に「働く環境応援資金」として5万円分のPayPayマネ

ーライトを付与します。

Yahoo! JAPANは、コロナ禍によるリモートワークが続く中で、今年度始めより定期的に社員

へ健康状態や業務のパフォーマンスなどについてアンケートを行っています。その中で、リモー

トワークでのパフォーマンスを維持・向上させるために、机や椅子を新調したり、モニターやヘ

ッドセットなどのPC周辺機器を購入したり、健康の維持・向上のためにバランスボールなどの

健康グッズの購入を検討していることがわかりました。そのため、「働く環境応援資金」は、主

に自宅の労働環境整備を目的としています。

また、リモートワークにより、多くの社員が業務で自宅のインターネット回線を利用するように

なり、オンライン会議の機会も増えたため、高速で安定した通信を利用できるように、これまで

毎月3,000円補助していた通信費の金額を見直し、5,000円に増額します。

現在、厚生労働省では「新たな生活様式」に対応した規制改革の推進の一貫としてデジタルマネ

ーによる賃金支払いの解禁が議論されています（※2）。今回の「働く環境応援資金」は、将来

のデジタルマネーによる賃金支払いを見据えたモデルケースとして、活用することを検討してい

ます。

※1：ヤフー、“無制限リモートワーク”で新しい働き方へ（2020/07/15）

※2：資金移動業者の口座への賃金支払について（外部リンク）

■概要

2021.02.18

～ 毎月の通信費補助を3,000円から5,000円に増額 ～



＜対象＞

全国の正社員、契約社員、嘱託社員　全約7,800名（2021年度新卒入社社員を含む）

＜内容＞

・ヤフー社員の働く環境応援資金：5万円分のPayPayマネーライト付与（付与日：2021年3月

中旬〜下旬）

・通信費補助の増額：毎月の通信費補助を5,000円（現在:3,000円）に増額（2021年4月より

増額）


